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　“ジンコーチノー”．昔々の甘美な響き．人間の知能に比肩し凌駕する賢さをコンピュータ

に期待する願望のこと．実際，1960年代初頭に作られたグラフィックシステムSketchpadに

は，制約指向の描画や賢いインタフェースなど，未来を予感させる技術がたくさん詰まって

いた．20年か30年後には“人工知能”が実現できると多くの人が考えたのも無理はない．と

ころが30年後に待っていたのはいわゆる「人工知能冬の時代」．知能の前提となる知識その

ものの複雑さ不可解さと，力任せの処理を行うにはあまりに非力な当時のマシン性能とが共

に足を引っ張った結果，「あんなものはホラ話」とまで言われる始末となったのだった．

　今月号の特集「人工知能技術と産業応用」は田中穂積，島津秀雄がエディタ．産業への
応用（特許や論文の分析，意外な応用例），製造業やサービス業への応用（検査プログラム

の生成，運転整理，運行管理），オフィス支援（エージェントなど），電子商取引（検索，広

告，ガイド），自動車や交通（ITS，運転支援），電力分野，など，多彩で興味深い内容であ

る．ただ，人工知能技術というよりは，どちらかと言うと「人工知能関連の研究の成果」と

言う方が正しいような気もする．鉄人28号をジョイスティック1本で操縦できるための技術

の集積よりは，やはり鉄腕アトムのほうを“人工知能”と呼びたい．

　「ITS／カーエレクトロニクス技術の現在」（目黒浩一郎）は，100を超える数のセンサ入
力の扱いと，情報処理のための車内ネットワークを駆使した運転支援や外部との通信につい

ての解説．走り回る車の群自体を大量広域センサとして使用する話もある．

　「時系列データのためのストリームマイニング技術」（櫻井保志）は，連続的に得られる入
力値という特別なデータを対象とするデータマイニングの話．センサネットワークなどでは

必須の技術となりそうだが，監視社会のキーテクノロジーにも化けそうだ．

　「音声言語インタフェースのための情報処理学会試行標準」（新田恒雄他）は，本会情報規
格調査会が推進している“学会試行標準”の音声分野の話．「記号の読み方」までをカバーし

ており，実用性にも重点が置かれているらしい． 

　「KM再考：Web2.0時代のナレッジマネジメント」（島津秀雄他）は連載“ナレッジマネジ
メント”の４回目．ナレッジマネジメントのオリジナルの枠組みにWeb2.0のような“半自動

的な知識の収集”という側面を加える話．情報源や知識源の自動選別や評価もあるところが

新しそうである．モデルを“なんとかサイクル”にするところがこの業界の特徴．

　「標準化は面白い」（近澤　武）は標題どおり標準化の話．「技術論と非技術論」や「ソーシ
ャルイベント」といった，標準化活動ならではのトピックが楽しい．編集子も，会議の席で

は技術的・政治的な対立で机を叩き大声で激論を交わしていた連中が，ソーシャルイベント

になると大親友のごとく楽しんでいたことを思い出す．

　コンパイラの話を体系的に紹介している“21世紀コンパイラの道しるべ”のシリーズであ

る「TMDによるコード生成─SPARC0を例題として」（森公一郎他）は，ここでの中心的話
題であるCOINSの中の，実際の機械命令を出力するバックエンドの話．コンパイラたるも

のの佳境に入った．

　「企業が作るオープンソース」（比屋根一雄）は連載“オープンソース事情”の４回目．企
業のOSSへのかかわり方を，うまく場合分けして説明している．（Kuwm）
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